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国語科学習指導案

令和７年９月 26日(金)２校時

２年２組３６人（２年２組教室）

指導者 教 諭 眞 邉 剛

１ 単元名 友の作文を創作につなげる

参考教材 「創作文 読みたくなるしくみを工夫する」（三省堂 現代の国語２）

２ 単元設定の理由

本単元は、表現の工夫の効果についての理解を深めるとともに、「書くこと」において、

自分が伝えたいことを、言葉や表現にこだわって効果的に表現できるようになることを目指

して設定する。教材には、生徒が夏季休業中の課題として取り組んできた作文を活用する。

生徒の作文には、自分の生活や体験とじっくりと向き合い、その中で得た生徒自身の思いや

考えがそれぞれの言葉でつづられている。また、これまでの国語の学習で育んできた様々な

力が生かされて、工夫して表現されたものとなっている。この作文を、学習者のそれまでの

学習の成果物として終わらせるのではなく、その後の自他の学習の出発点とすることで、作

文を書くことや、他者の表現を自分の表現の工夫に生かしていくことへの意欲を高めること

につなげられると考え、本単元を設定した。

参考とした教科書教材「創作文 読みたくなるしくみを工夫する」は、既習教材を基に物

語等を創作する教材となっている。この教材の、基にする作品の魅力や特徴を生かして創作

するために作品への理解を深める視点や、自分の発想を盛り込んで表現の工夫を考える視点

を生かして単元を構成する。そのうえで、創作の出発点を、同じ学習者の書いた作文とする

ことで、学習者間の学び合いをより活性化させ、学ぶ対象は身近にあることを実感させたい。

本単元における言語活動は、作文の推敲やリライトではなく、級友の書いた作文を基にし

た派生的な作品の創作である。作文の書き手がその文章で伝えようとしていることはどのよ

うなことであるかを捉えたうえで、作文を読んで感動した部分や共感した心情、強い印象が

残った部分などに焦点を当て、創作の出発点を見つける。そして、創作対象を詩、短歌、俳

句、他視点でのショートストーリーから選択したうえで、これまでの様々な学習を生かし、

より効果的な表現の仕方を追究しながら、新たな作品を創作する学習を生み出したい。

このような学習を展開することで、それまでの学びとのつながりや、他者の学びとのつな

がりを生み出すとともに、生徒一人ひとりを深い学びへと導き、国語を学ぶ楽しさや、言葉

にこだわって表現することのおもしろさを生徒が実感できる単元としたい。
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３ 単元の目標

⑴ 類義語と対義語、同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し、作品創

作に取り入れることを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。〔知識及び技能⑴エ〕

⑵ 「書くこと」において、表現の効果を考えて描写するなどして、自分の伝えようとす

ることが伝わる創作となるように工夫している。〔思考力・判断力・表現力等 B⑴ウ〕

⑶ 「書くこと」において、読み手からの助言などを踏まえ、表現の工夫の効果などにつ

いて考え、自分の創作した作品のよい点や改善点を見いだしている。〔思考力・判断力

・表現力等 B⑴オ〕

⑷ 効果的な表現の仕方について粘り強く思考し、学習の見通しをもって創作活動に取り

組もうとしている。〔学びに向かう力、人間性〕

４ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

様々な語句の意味や用法、① 効果を考えて表現するな 効果的な表現の工夫につ

表現技法の効果などを理解 どして、よりよい創作とな いて粘り強く思考し、学習

し、適切に使うことができ るように工夫している。（B の見通しをもって創作活動

る。（⑴エ） ⑴ウ） に取り組もうとしている。

② 他者との交流や、他者か

らの助言を生かして、自分

の創作した作品をよりよく

しようとしている。（B⑴オ）

５ 単元の指導計画(全６時間)

時 主たる学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等

１ 「学びの道のりシート」・ 身に付けたい資質・能

を基に学習目的と学習の 力や取り組む言語活動を

流れを理解する。 提示し、学習の流れをイ

メージできるようにする。

１ ２ 友達の作文を読み、自 ・ あらかじめ創作の基と

分が創作の出発点にする なる作文を３点ほど選定

作文を選択する。 しておく。

・ 作文を読み味わわせ、

３ 選んだ理由と、創作に 創作につなげたいと感じ

取り上げたい書き手の思 た作品を選ばせる。

いや考えを記述する。 ・ その作文を読んで捉え
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られたこと、その作文を

選んだ理由を記述させ、

その後の創作につながる

ようにする。

４ 創作する種類を決定す ・ モデルを示し、創作の

る。 イメージをもたせる。

２ ・ 俳句、短歌、詩、他

・ 視点ショートストーリ

３ ーから、自分が創作す

る種類を選ぶ。

５ 創作Ⅰに取り組む。 ・ 創作過程での意見交流

を促し、他者との学び合

６ 創作した作品を交流す いを生み出す。

る。 ・ 創作したものを交流さ

せることで、効果的な表

現の仕方について思考さ

せる。

７ 創作作品を取り上げ、 ・ 効果的な表現ができて

意見を交わす。 いるものをいくつか取り

上げ、自分の創作と比較

４ ８ よりよい創作とするた させることで、その後の

めの課題を設定する。 創作における課題を見つ

・ 作文の書き手の思い けさせる。

や考えの捉え方 ・ 創作した作品を読み合

・ 焦点を当てる部分の いアドバイスを送り合う

明確化 場面を設けることで、そ

・ 言葉や表現の選び方 の後の学習の流れを自己

や並べ方 決定させる。

・ 効果的な工夫の取り ・ 見つけた課題を基に、

入れ方 残り時間の学習の進め方

を「学びの道のりシート」

９ 学習を組み立て、創作 に記入させる。

Ⅱに取り組む。

〔主体的に学習に取り組む態度〕

・ 効果的な表現の工夫

について粘り強く思考

し、学習の見通しをも

って創作活動に取り組

もうとしている。(観

察・学びの道のりシー

ト)

〔思考・判断・表現〕②

・ 他者との交流や、他

者からの助言を生かし

て自己課題を設定し、

自分の創作した作品を

よりよくしようとして

いる。(観察・ワーク

シート)

〔思考・判断・表現〕①

・ 効果を考えて表現す

るなどして、よりよい

創作となるように工夫

している。(ワークシ

ート)

本

時

〔主体的に学習に取り組む態度〕

・ 示された作文を読み

味わい、その内容や表

現の良さを見つけよう

としている。(観察)
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10 創作作品を完成させ ・ 前時までの学習を振り

５ る。 返り、それぞれの創作に

取り組ませる。

11 完成した作品を互いに ・ 完成した作品を取り上

読み、学習の成果につい げながら、それぞれの創

て考える。 作の特徴や創作のおもし

６ ろさに触れる。

・ 様々な表現を取り挙げ

ながら、効果的な表現の

仕方について確認する。

６ 指導に当たって

本単元は、鹿児島県中学校国語教育研究会の以下にある研究課題に関連して授業設計を行

った。

【課題１】 生徒が、言葉で表される話や文章を目的に応じて理解したり表現したりす

る際に、解決すべき課題を見いだし、どのように学ぶのか調整しながら、主

体的に考え、異なる立場の者と協働的に対話や議論を行い、新しい解や納得

解を生み出す授業デザイン。

【課題２】 生徒が、言葉への自覚を高め、言葉で表される話や文章を理解したり表現

したりし、言葉の理解や表現について改めて吟味する授業デザイン。

鹿児島県中学校国語教育研究会「研究方針 2024」より抜粋

これらの研究課題を踏まえて以下の手立ての工夫を行った。

(ｱ) 「学びの道のりシート」や「メタ認知スケール」を用いることで、生徒自身が解決す

べき課題を見いだし、学習を計画したり、調整したりすることができるようにする。

(ｲ) 創作の材料となる作文を選択したり、創作する種類を選択したりする機会を設けるこ

とで、生徒が主体性を発揮しながら学習を進められるようにする。

(ｳ) 同じ作文を選んだ人との意見交流や、基となる作文を書いた人との交流を促すことで、

個での創作の過程に、協働的な学びを生み出すことができるようにする。

(ｴ) モデルを参考にしたり、ロイロノートの共有機能を使用したりすることを通して、他

者の表現に触れる機会を生み出すことで、創作に用いる言葉や表現を吟味することがで

きるようにする。

〔知識・技能〕

・ 様々な語句の意味や

用法、表現技法の効果

などを理解し、適切に

使うことができる。
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７ 本時の指導計画

⑴ 目標

自分で創作した作品を、作文の書き手が伝えたいことを表現したよりよい作品とするた

めに、自己課題を設定し、作品の練り上げにつなげる。

⑵ 本時の学習過程(４／６時間)

過 主な学習活動 形態 指導上の留意点 評価する内容

程 (時間)

１ 前時の内容を振り返り、 全体 ○ 学びの道のりシー

本時の学習の見通しをもつ。 (５分) トや創作シートを見

て、本時の見通しを

導 もてるようにする。

２ 「自己課題」設定のため 全体 ○ 深まりのある創作

入 の視点を確認する。 (15分) ができている生徒の

作品を取り上げて、

作品をよりよくして

いくための視点を確

認させる。

３ 「自己課題」を設定する。 個人 ○ 自己課題設定シー

(20分) トを準備し、自分の

創作作品を客観的に

捉えさせた上で自己

課題を設定させる。

展 ４ 「自己課題」を基に、創 ○ ペアで創作作品を

作活動を進める。 読み合いアドバイス

開 を伝える場面を設定

する。

○ 決定した自己課題

はロイロノートの提

出箱に入れさせ、共

５ 本時の学習を整理する。 全体 有させる。

(５分) ○ 学びの道のりシー

トに今後の学習の進

め方を記入させる。

６ 個の振り返りをし、次の 個 ○ 学びの道のりシー

終 時間の学習の見通しをもつ。 (５分) トに本時の振り返り

末 を記入させる。

［思考・判断・表現］

・他者との交流

や、他者からの

助言を生かし

て自己課題を設

定し、自分の創

作した作品をよ

りよくしようと

している。(観察

・シート)

〔主体的に学習に取り

組む態度〕

・効果的な表現

の工夫について

粘り強く思考し、

学習の見通しを

もって創作活動

に取り組もうと

している。(観

察・シート)
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⑶ 板書計画

⑷ 想定される本時の姿(生徒が設定する自己課題の想定)

① 「作文の書き手が伝えたいことを捉えているか」に着目した自己課題

・ 作文中の・・・場面での～～という気持ちがより伝わる創作にする。

・ 「・・・・」という会話文に着目して、その裏にある登場人物○○さんの思いを

表す創作にする。

・ 結論部分にある～～という考えを印象的に伝えられるような創作にする。

② 「言葉や表現がふさわしいか」「より効果的な表現の仕方はないか」に着目した自己

課題

・ 創作した詩の中の「・・・・」という表現を、作文の雰囲気によりふさわしい言

葉や表現で表して印象付ける創作にする。

・ 作文の「・・・」という書き手の考えをもっと鮮明にあらわせる言葉を探して作

品を練り上げる。

・ 比喩法を取り入れることで、・・・場面の盛り上がった雰囲気をより印象付ける作

品にする。

・ 表現技法を一つ加えることで、書き手の○○な気持ちをさらに印象深く伝える創

作にする。

・ 作文に登場する人物○○さんの視点から見たショートストーリーにして、○○さ

んの気持ちを描き出す。

③ 「他の作文、他の種類の創作」に取り組む自己課題

・ 同じ作文を基にして、詩の創作に取り組んで書き手の○○な気持ちを印象深く表

現する。

・ 作文 Bと Cを題材にした俳句も創作する。

友
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１　単元学習目標

２　目指す姿

①

②

３　学習計画と学びの記録

月日 段階 時間 学習活動 できたこと・分かったこと・疑問など

1

①学習目的と学習の流れを理解

する。

②創作の出発点とする作文を選

択し、その理由を書く。

　　作文〔　A　B　C　D　〕

2

3

4

5

6
⑦完成した作品を互いに読み、

学習の成果をまとめる。

４　目標達成チェック

「目指す姿」への達成度を４段階で自己評価してみよう。

A　十分に達成できた(100～80％) B　ある程度達成できた(79～60％)

C　あまり達成できなかった(59～30％)D　学習の成果を感じられなかった(29～０％)

① Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

② Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

５　学びのつながり

２年（　　　　）組（　　　　）番　名前　（　　　　　　　　　　　　　　　）

⑴　類義語と対義語、同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し、作品創作に取り入れることを通して、語感を磨き語彙を豊かにする。

⑵　表現の効果を考えて描写するなどして、自分の伝えようとすることが伝わる創作となるように工夫する。

⑶   表現の工夫とその効果などについて、読み手からの助言などをふまえ、自分の創作した作品のよい点や改善点を見いだす。

⑷　効果的な表現の仕方について粘り強く思考し、学習の見通しをもって創作活動に取り組もうとする。

・今回の単元で身に付けた「国語の力」はどのようなことですか。

・今回の学習をこれからの学びや生活の中にどのように生かしたりつなげたりしていきますか。

　　　　学びの道のり　単元「友の作文を創作につなげる」

　　　　　　　　　　　参考教材「創作文　読みたくなるしくみを工夫する」

友達の作文を出発点にして、作品を創作する。

モデルとの比較や、他者との交流を通して、自分の課題を見つけ、よりよい創作となるように取り組む。

授業内容を理解できたか。　　A　・　B　・　C

考えを書いたり発言したりするなどしながら、授業に

主体的に参加したか。　　　A　・　B　・　C

友達と学び合いができたか。　 　A　・　B　・　C

授業内容を理解できたか。　　A　・　B　・　C

考えを書いたり発言したりするなどしながら、授業に

主体的に参加したか。　　　A　・　B　・　C

友達と学び合いができたか。　 　A　・　B　・　C

授業内容を理解できたか。　　A　・　B　・　C

考えを書いたり発言したりするなどしながら、授業に

主体的に参加したか。　　　A　・　B　・　C

友達と学び合いができたか。　 　A　・　B　・　C

⑥自己課題を設定する。

　これからの学習の流れ

③創作の対象を決定する。

〔　詩　俳句　短歌

　　他視点ショートストーリー　〕

④創作Ⅰに取り組む。

⑤創作Ⅰの作品を交流する。

友達の作文を出発点にして、作品を創作する。

振り返り

授業内容を理解できたか。　　A　・　B　・　C

考えを書いたり発言したりするなどしながら、授業に

主体的に参加したか。　　　A　・　B　・　C

友達と学び合いができたか。　 　A　・　B　・　C

授業内容を理解できたか。　　A　・　B　・　C

考えを書いたり発言したりするなどしながら、授業に

主体的に参加したか。　　　A　・　B　・　C

友達と学び合いができたか。　 　A　・　B　・　C

授業内容を理解できたか。　　A　・　B　・　C

考えを書いたり発言したりするなどしながら、授業に

主体的に参加したか。　　　A　・　B　・　C

友達と学び合いができたか。　 　A　・　B　・　C

モデルとの比較や、他者との交流を通して、自分の課題を見つけ、よりよい創作となるように取り組む。

Ⅰ

Ⅱ



スケール段階 学習者の状態 教師の支援 使用する教材例

初級
・選んだ作文の内容を捉え、自分がその作文を選んだ
理由を書くことができる。
・創作作品の種類を決定することができる。

・選んだ作文の中で、印象深い部分を見
つけさせる。
・それぞれの種類の特徴を伝え、取り組
みやすさを感じた種類の創作を促す。

・他者のワークシート
・モデル創作プリント
・学びの道のりシート

中級
・作文の書き手が伝えたいことを捉え、焦点を当てて創
作する部分を決定することができる。
・種類に合った形で創作することができる。

・創作したものを他者に読んでもらい感
想をもらう場面を設定する。
・深まりのある創作ができている生徒の
実例を示し、そのよさを具体的に共有す
る。

・創作ワークシート
・モデル創作プリント
・他者の創作ワークシー
ト(ロイロ共有)
・学びの道のりシート

上級

・作文の書き手が伝えたいことを深く捉え、表現等の工
夫につなげることができる。
・他者の作品と比較したり、他者からのアドバイスを受け
たりして、よりよくするための自己課題を設定することが
できる。

・ワークシートの中に自己課題を設定さ
せ、書きこませる。
・自己課題を他者と交流させる。

・自己課題設定シート
・創作ワークシート
・モデル創作プリント
・他者の創作ワークシート(ロイ
ロ共有)
・学びの道のりシート

エキスパート
・設定した自己課題を基に、創作した作品を具体的によ
りよくしたり、新たな創作に取り組んだりすることができ
る。

・創作作品の変容部分を明示させ、その
変容の意図を言葉でまとめさせる。
・新たな創作における工夫のポイントを
言葉でまとめさせる。

・自己課題設定シート
・創作ワークシート
・モデル創作プリント
・他者の創作ワークシート(ロイ
ロ共有)
・学びの道のりシート

「友の作文を創作につなげる」メタ認知スケール〔教師用〕

学習段階 学習状況

初級
・選んだ作文の内容を捉え、自分がその作文を選ん
だ理由を書くことができる。
・創作作品の種類を決定することができる。

中級
・作文の書き手が伝えたいことを捉え、焦点を当て
て創作する部分を決定することができる。
・種類に合った形で創作することができる。

上級

・作文の書き手が伝えたいことを深く捉え、表現等
の工夫につなげることができる。
・他者の作品と比較したり、他者からのアドバイス
を受けたりして、よりよくするための自己課題を設
定することができる。

エキスパート
・設定した自己課題を基に、創作した作品を具体的
によりよくしたり、新たな創作に取り組んだりする
ことができる。

「友の作文を創作につなげる」学習スケール
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資 料 Ⅰ モ デ ル 例( モ デ ル 作 文 を を も と に )
〔 俳 句 〕 メ ゾ の よ う つ な げ る 自 分 夏 に 立 つ

〔 短 歌 〕

香 広 が る ひ と つ に ま と ま る ハ ー モ ニ ー メ ゾ の 私 も み な を 引 き 立 て

〔 詩 〕
耳 に な じ む 音

心 を 澄 ま す 音

そ の 音 の ま と ま り は

人 の 思 い を う る わ す

一 つ と 一 つ が つ な が る

一 つ と 一 つ を つ な げ る

わ た し も 音

そ の 中 の 音

メ ゾ と し て 生 き る

メ ゾ と し て 生 か す

わ た し も 人 の 心 を う る わ す

〔 シ ョ ー ト ス ト ー リ ー 〕

ま た ケ ン カ し た 。

わ た し は 吹 奏 楽 部 に 仲 良 し の 友 達 が い る 。 仲 良 し 五 人 組 だ 。 趣 味 や 、 大 好 き な テ レ ビ

番 組 の こ と 、 な ん で も 話 が で き る 。 五 人 で い る と と に か く 楽 し い 。

で も 、 け ん か を し て し ま う こ と も あ る 。 部 活 動 の こ と に な る と み ん な 真 剣 に な る 。 い い

合 奏 を つ く る た め に 意 見 が ぶ つ か る こ と も あ る 。 真 剣 に 向 き 合 っ て い る か ら こ そ の ケ ン カ

だ 。
そ の ケ ン カ は 「 音 」 に 表 れ て し ま う 。 お 互 い の 関 係 が う ま く い っ て い な い と き の 合 奏 は 、

や っ ぱ り 美 し く は な ら な い 。 音 と 音 に 距 離 が で き て し ま う 。 そ ん な 合 奏 は 楽 し く な い 。

そ ん な と き 、 い つ も 仲 違 い し て し ま い そ う な 私 た ち を つ な ぎ と め て く れ る 存 在 が い る 。

メ ゾ パ ー ト の 綺 羅 里 だ 。

離 れ て い き そ う な わ た し た ち の あ い だ に 、 す っ と 入 っ て 、 わ た し た ち を 優 し く つ な い で

く れ る 。 綺 羅 里 は 無 理 に 仲 直 り さ せ よ う と は し な い 。 何 気 な く 、 自 然 に 。 だ か ら い つ も 助

か る 。 い つ も 安 心 し て 、 ま た 五 人 に 戻 る こ と が で き る 。 綺 羅 里 は 私 た ち を 、 私 た ち の 音 を 、

や さ し く つ な い で く れ る メ ゾ の よ う な 人 。

五 人 の ま と ま り は 、 吹 奏 楽 部 み ん な の ま と ま り に な る 。 一 つ に な っ た 私 た ち の ハ ー モ ニ

ー は 今 日 も 優 し く み ん な の 心 に 届 く は ず だ 。
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